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島根大学生物資源科学部附属演習林にある天然生二次林の植生
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Sem1－naturaユforest　vegetatユon　of　Sh1manθUnユvers1ty　Forest
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Abstract　Here　we　describe　the　vegetation　of　semi－natura1forest　in　our　Uni▽ersi－

ty　Forest　Tota1spec1es　number　was67and．they　be1ong　to29fam111es　and54

genera　Most　abundant　spec1es　was　Nθo肋8θα8θr乙cθα（B1）K01dzum11n　Matsue

Forest，Qαθグω88θげ砒αMurray1n　Sambe　Forest　and　Fα馴8cκπ砿αBlume1nH1－

k1m1Forest　Spec1es　dwers1ty　was　eva1uated　by　H’and　J’　H’and　J’were

146and0511n　Matsue，260and067m　Sambe　and257and0771n　H1k1m1
As　a　who1e，our　forest　were　d1Yerse　We　need　to　ma1nta1n　and　conser▽e　these　d1－

verse　natura1forest　as　we11as　comfer　p1antat1on

Kθy　words；semi－natura1forest，species　composition，species　diversity，forest

management

は　じ　め　に

　生産重視の森林管理から多面的な公益機能を発揮させ

るような森林管理へと，求められる森林の管理方法が近

年変化してきた．このような流れのなか，天然生林の社

会的価値が上昇してきている．森林資源さらに環境資源

としての天然生林について，現存量，生産力，、構造など

これまでに多くの研究がなされてきた　調査方法も，大

面積調査地の継続調査といった大規模なものがふえてき

た．

　島根大学生物資源科学部附属演習林ではこれまで用材

生産林をめさし積極的に針葉樹人工林の造成に務めてき

たが，現在のところ総面積の半数以上が天然生林として

維持されている．1995年，天然生森林資源の有効利用を

図るため，全林に小班ごとの小面積調査地を設け，毎木

調査をおこなった．本報では当演習林に所属する1試験地，

2演習林にある天然生林の植生にっいて種組成を中心に検

討する．

　野外調査に協力された島根大学森林環境学講座の諸氏

および附属演習林技能補佐員諸氏に厚くお礼申し上げる．

に，各演習林にっいてその概要を述べる．松江試験地に

ついては山下ら（1995）を参照のこと．

1　三瓶演習林　三瓶演習林は島根県中央部の大山隠岐

国立公園三瓶山の北麓に位置し（東経132040’，北緯35◎

9’），大田市および頓原町に広がる獅子谷，大谷，多根

の3団地からなる．3っの団地の総面積はおよそ260haで，

そのうち人工林は約90ha，天然生林は約170haである　標

局275mから642mにある　購入当時皆伐跡地であった部分

の多くは現在造林されており，アカマツ，スギ，ヒノキ

が植えられている．その他の部分は，薪炭林施業で維持

されてきた林分からなり，萌芽株が多い．

　土壌は，白亜紀の黒雲母花商岩等を母岩とする褐色森

林土が生成している．北部は三瓶火山の噴出物を起源と

する黒色土が覆っている　地形の急峻な尾根部では，表

面の黒色土が流亡し褐色森林土が露出している場所もあ

る　また，谷部には，尾根部から流れてきた黒色土が厚

く堆積している場所もある．

　演習林周辺の気侯は，山陰気侯区に属し，冬期は1～2m

の積雪がみられる．年平均気温は13．1℃，年平均降水量は

2000㎜である．

附属演習林の概要

　島根大学生物資源科学部附属演習林に所属する松江試

験地，三瓶演習林，匹見演習林の位置を図1に示す．以下

2　匹見演習林　匹見演習林は島根県西部広島県境の五

里山の北斜面に位置する（東経132．5’，北緯34032’）．

全山が水源かん養林に指定されており、また，低標高部
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査地面積が200㎡であることが影響しているもの思われる．

2．種組成　図2に個体数優占度一種順位曲線を示す．図

2から明らかなように，松江試験地では1種の木本が突出

して分布していた．三瓶演習林全体では上位4種が主要構

成種となっていた．匹見演習林全体では上位3種が主要構

成種であった．表1に各調査地の主要樹種の出現本数を示

した．

　今回はじめて植生調査が行われた松江試験地の天然生

林で出現頻度の高かった樹種は：■ロタモNθ0肋8θα8θrκθα

（Bヱ）K01dzum　（全立木中67％），ヤフッハキ0α肌θ〃乙α

ブo≡ρoπたαL．（同7％），カゴノキ〃娩αZαπψo肋

（S．et　Z，）F．Viu．（同6％）およびウラジロガシQ鵬roα8

8αZ乙o肌αBlume　（同6％）であった　いずれも常緑木本で

あった．

　三瓶演習林全体でもっとも頻繁に出現した種はコナラ

Qαθrω88εrグαむαMurray　（同26％）で，っいでンテ類

0α1＝ρ乏舳8理ρ．　（同16％），ソヨゴ∫Zθκρθぬ〃ωZ08α

Miq．　（同13％），リョウブαθむかα6αグ6加θrび乏8Sieb．

et　Zucc．（同10％）の順であった．

　匹見演習林全体ではブナFα馴80閉ααB1．（同20％）

が最も多く，ついでコナラQ鵬ηω88θr耐αMαmαツ

（同19％），リョウブαθむ加α6αrわ加θrび乏8Sieb．et　Zu㏄．

三瓶

（同15％）が多く出現した．

　松江試験地は他の2演習林と異なり常緑広葉樹林であっ

た．’島根半島南斜面にあり，さらに標高が最も低い所に

成立していること，さらに1960年代に島根大学に移管さ

れてからほとんど手をいれていない林分であることから

松江市付近の潜在植生である常緑広葉樹林（照葉樹林）

が繁茂していると考えられる．

　三瓶演習林は22カ所設置した調査地のうち21カ所にコ

ナラとシデ類が出現し，そのうちの19カ所で同所的に出

現している．コナラがあってシデ類がないところではシ

デ類のかわりにリョウブやソヨゴが出現していた．この

調査地が比較的乾燥型の立地であったことカ干考えられる．

また，シデ類が出現しコナラがないところではミズナラ

が多くみられた．この調査地は三瓶演習林のなかでも比

較的標高の高いところにあることが原因であると考えら

れる．

　匹見演習林は13カ所の調査地のうち9カ所でシデ類が記

録されている．シデ類は，本数割合では主要種には入ら

なかったが，多くの調査地に少量づっまんべんなく出現

した．本数割合では1位と2位であったブナとコナラはそ

れぞれ8カ所と4カ所で記録さている．本数割合ではブナ

と僅差でありながらコナラが出現した調査地の数はブナ

の半数に過きない　っまり，1カ所でより多くのコナラの

　　表1　各調査地の主要樹木本皿木数およぴ多様度指数H’1均等度指数J’

S－1　　S－2　　S－3　　S－4　　S－5　　S－6　　S－7　　S－8　　S－9　　S－10　S－11 S－12　S－13

コナラ　　2　　48　　17　42’　10　　4
シ　　デ　　15　　2

ソヨコ　　　0　　40

リョウブ　　8　　2

0　　8　　3　　14
0　　0　　0　　0
15　　0　　0　　0

26　　45　　0
2　　4　　56
24　　13　　0
5　　2　　10

29

26

60

12

60　　18　　24

26　　23　　28

10　　14　　19

12　　18　　10
H’　　　2，18　1，19　1，48　1，48　2，24　1．94

J’　　　　　O．85　　0，61　　0，71　　0，64　　0，87　　0．84

1，60　　1，75　　1，32　　1，89　　1，74　　2，21　　2，08

0，69　　0，68　　0，58　　0，67　　0，64　　0，80　　0．81

三瓶 S－14　S－15　S－16　S－17　S－18　S－19　S－20　S－21　S－22 松江　　M－1

コナラ　　2　　18　17　30　11　8
シ　　デ　　23　　1

ソヨコ　　28　　0
リョウブ　　30　　0

11　　9　　2　　10
4　　　3　　4　　　0

0　　20　　7　　10

37

6
0
0

5　　3　　　　　シロダモ

7　　6　　　　　ツバキ
0　　5　　　　　カゴノキ

09　　ウラゾロカ“シ

79

7
6
6

H’　　　1，60　1，63　1，73　1，80　1，91　2．47

J’　　　　　0，77　　0，71　　0，75　　0，75　　0，75　　0．89

1，29　2，04　2．41　　　　　　　H’　　　1．463

0，66　　0，85　　0．91　　　　　　　　　　　J’　　　　　O．506

匹見 H－1　H－2　H3　H－4　H－5　H－6　H－7　H－8　H－9 H－10H－11H－12H－13
ブ　　ナ　　17　　0　　0　　2

コナラ　　0　　0　　28　0
リョウブ　　1　　0　　0　　0

13　　3

0　　　0

6　　0 0　　　　1　　　　13　　　　0　　　　6　　　　16　　　　17

H’　　　0，90　1，12　1，20　2，16　1，82　1．59

J’　　　　0，50　　0，81　　0，63　　0，94　　0，83　　0．89

1，68　　1，99　　1，48　　2．O0　　0，65　　0，93　　0，92

0，99　　0，86　　0，76　　0，87　　0，94　　0，64　　0．66
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個体が記録されていることを示すものである．これは過

去の施業とも関連する事項でもあるが，コナラ優占林分

は薪炭林施業により維持されてきたのでブナよりもより

多くの萌芽株が残存していると考えられる　三瓶演習林

ではコナラとシデ類は同所的であったが，匹見演習林で

はブナとシデ類が同所的な分布をしていた．また，ブナ

とコナラは同一の調査地内に同時に出現することはなかっ

た．ブナとコナラでは出現する標高が異なることによる．

3　種多様性　各調査地の種多様性をShamon－W1ener関

数により算出した多様度指数H’および均等度指数J’

で示す（ピールー，1986）．結果を表1に示す．H’が最

も高かったのは三瓶演習林のS－19調査地で2．47であった．

また，最小は匹見演習林のH－11調査地で0．65であった．

J’はH－7調査地の0．99が最大で，H－1調査地のO．50

が最小であった．各調査地の平均H’は匹見演習林が1．42

で，三瓶演習林が1．82，さらに松江試験地で1．46であり，

三瓶演習林は他の2施設より小面積でのH’が大きかっ

た．演習林毎に調査地をまとめて各演習林が一つの調査

地とみたて改めてH’およびJ’を計算すると匹見演習

林のH’は2．57，J’は0．77，三瓶演習林のH’は2．60，

J’は0．67となった．各調査地毎でのH’は三瓶演習林に

比較して匹見演習林で低かったが，調査地面積を大きく

することによりH’は拮抗するようになった．J’は若

干匹見演習林で高くなった．これらの値は温帯林におい

てこれまでに観測されている値の平均的な値（伊藤1宮

田，1977）をとっていると考えられる．

ま　と　め

　今後広葉樹林の需要はますます増加するであろう　そ

の求められる役割も多様化の　途をたとっている　これ

までは予想だにしなかった森林の役割が突如として現わ

れたとレても，それに応えることのできる森林を整備し

ていくことは大学演習林の一つの重要な役目であろう．

そのためには生物的に多様な森林をまず確保することが

肝要であり，現有する天然生林の管理保全をはかりたい
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